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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第52期
第１四半期
連結累計期間

第53期
第１四半期
連結累計期間

第52期

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (百万円) 8,854 12,231 34,970

経常利益又は経常損失(△) (百万円) △1,405 3,784 4,168

四半期(当期)純利益又は
四半期純損失(△)

(百万円) △1,068 2,712 1,754

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △1,355 3,310 3,939

純資産額 (百万円) 82,437 90,181 87,382

総資産額 (百万円) 106,292 116,596 112,089

１株当たり四半期(当期)純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) △31.22 79.26 51.26

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 77.4 77.2 77.8

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第52期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在

するものの、１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。また、第52期および第53期第１四半期

連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

　
（１）業績の状況

当第１四半期連結累計期間における経済の動向は、米国では金融緩和政策の継続により回復傾向が続

いていますが、欧州では景気低迷が長期化しており、中国を中心とする新興国経済も成長率が鈍化するな

ど、全体として不透明な状況が続いています。一方、わが国においては大胆な金融政策や積極的な財政政

策が円高の修正、株価の上昇をもたらし、景況感の改善につながっています。

このような経済情勢の中、当社グループは国内外ユーザーの様々なニーズを捉え、拡販に注力いたしま

した。

　

セグメントの業績は、次のとおりです。なお、各セグメントの営業利益は、各報告セグメントのセグメン

ト利益と一致しています。（「第４ 経理の状況　１ 四半期連結財務諸表 注記事項（セグメント情報

等）セグメント情報」をご参照下さい。）

　
コア・ビジネスである横編機事業においては、主力の中国・香港市場での販売が堅調となり、前期に設

備投資が急拡大したバングラデシュにおいても引続き好調に推移しました。また、中国の人件費上昇でコ

スト競争力が高まったトルコでは、欧州、ロシア向けに短納期対応が可能な生産拠点として地位を確立

し、コンピュータ横編機の設備投資がさらに拡大しました。一方、付加価値の高い消費地型生産の中心と

なるイタリアでは欧州の景気低迷の影響もあり、売上高は伸び悩みました。国内市場はボリュームは小さ

いものの中国からの生産回帰の動きも後押しし、ホールガーメント®横編機を中心に売上を伸ばしまし

た。これらの結果、横編機事業の売上高は98億89百万円（前年同四半期比40.0％増）、営業利益は25億96

百万円（前年同四半期比116.9％増）と拡大しました。

デザインシステム関連事業においては、バーチャルサンプルを活用してビジネスの効率化を図るべく

企画提案型営業を展開した結果、「ＳＤＳ－ＯＮＥ ＡＰＥＸ３」の販売が国内外の市場で拡大したこと

や、自動裁断機「Ｐ－ＣＡＭ」の販売が引続き好調に推移したことで、売上高は８億１百万円（前年同四

半期比37.3％増）、営業利益は２億12百万円（前年同四半期比81.8％増）となりました。

手袋靴下編機事業は設備投資が回復傾向となり売上高は３億７百万円（前年同四半期比67.9％増）、

営業利益は47百万円（前年同四半期比132.5％増）となりました。
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これらの結果、当第１四半期連結累計期間の全体の売上高は122億31百万円（前年同四半期比38.1％

増）となりました。利益面におきましては、為替レートの好転による販売価格の押し上げ効果や生産の増

加に伴う原価低減などにより売上総利益率が上昇し、営業利益は17億43百万円（前年同四半期比851.7％

増）となりました。また営業外で為替差益19億82百万円が発生したことで経常利益は37億84百万円（前

年同四半期は経常損失14億５百万円）、四半期純利益は27億12百万円（前年同四半期は純損失10億68百

万円）と大幅な増加となりました。

　
（２）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産は前連結会計年度末に比べ45億７百万円増加し、1,165億

96百万円となりました。また自己資本の額は、899億88百万円となり、自己資本比率は前連結会計年度末に

比べて0.6ポイント低下し77.2％となりました。

　

（３） 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありませ

ん。

　
（４）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は６億32百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 142,000,000

計 142,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 36,600,000 36,600,000
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数
100株

計 36,600,000 36,600,000 ― ―

(注)　提出日現在発行数には、平成25年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は、含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年６月30日 ― 36,600 ― 14,859 ― 21,724

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成25年３月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

平成25年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 2,379,800

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 34,173,300 341,733 ―

単元未満株式 普通株式 46,900 ― ―

発行済株式総数 36,600,000 ― ―

総株主の議決権 ― 341,733 ―

(注) １　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が300株（議決権３個）含ま

れております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式34株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社島精機製作所

和歌山市坂田85番地 2,379,800― 2,379,800 6.50

計 ― 2,379,800― 2,379,800 6.50

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、大手前監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 19,737 18,399

受取手形及び売掛金 ※2
 33,700

※2
 39,658

有価証券 549 571

たな卸資産 18,344 18,247

その他 2,556 2,568

貸倒引当金 △1,133 △1,177

流動資産合計 73,754 78,267

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,751 5,684

土地 10,833 10,835

その他（純額） 3,553 3,522

有形固定資産合計 20,138 20,042

無形固定資産

のれん 4,706 4,839

その他 110 108

無形固定資産合計 4,816 4,947

投資その他の資産

投資有価証券 7,215 7,218

その他 7,355 7,358

貸倒引当金 △1,191 △1,237

投資その他の資産合計 13,378 13,338

固定資産合計 38,334 38,328

資産合計 112,089 116,596
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 4,445

※2
 4,726

短期借入金 5,399 5,195

1年内返済予定の長期借入金 1,500 1,500

未払法人税等 384 1,112

賞与引当金 762 1,375

債務保証損失引当金 687 722

その他 2,929 3,130

流動負債合計 16,109 17,763

固定負債

長期借入金 5,000 5,000

退職給付引当金 1,226 1,202

役員退職慰労引当金 1,064 －

長期未払金 － 1,073

その他 1,306 1,374

固定負債合計 8,597 8,651

負債合計 24,706 26,414

純資産の部

株主資本

資本金 14,859 14,859

資本剰余金 21,724 21,724

利益剰余金 67,321 69,520

自己株式 △6,905 △6,901

株主資本合計 97,000 99,202

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 259 255

土地再評価差額金 △7,350 △7,350

為替換算調整勘定 △2,720 △2,118

その他の包括利益累計額合計 △9,811 △9,213

新株予約権 181 180

少数株主持分 12 12

純資産合計 87,382 90,181

負債純資産合計 112,089 116,596
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 8,854 12,231

売上原価 5,686 6,845

売上総利益 3,167 5,385

販売費及び一般管理費 2,984 3,642

営業利益 183 1,743

営業外収益

受取利息 90 57

受取配当金 55 70

貸倒引当金戻入益 216 －

為替差益 － 1,982

その他 62 48

営業外収益合計 425 2,157

営業外費用

支払利息 17 23

デリバティブ損失 37 74

為替差損 1,937 －

その他 21 19

営業外費用合計 2,014 117

経常利益又は経常損失（△） △1,405 3,784

特別損失

有価証券評価損 183 －

減損損失 23 －

特別損失合計 206 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,612 3,784

法人税、住民税及び事業税 83 905

法人税等調整額 △628 165

法人税等合計 △544 1,071

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△1,068 2,712

少数株主利益 0 0

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,068 2,712
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△1,068 2,712

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △71 △4

為替換算調整勘定 △215 601

その他の包括利益合計 △287 597

四半期包括利益 △1,355 3,310

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,355 3,309

少数株主に係る四半期包括利益 0 0
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【注記事項】

　

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

税金費用の計算 　海外連結子会社は、税金費用について、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計

年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、

税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

(追加情報)

　

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

（役員退職慰労金制度の廃止）

　当社は、平成25年６月27日開催の第52回定時株主総会において、役員退職慰労金制度を廃止し、取締役および監査

役に対する役員退職慰労金を打ち切り支給することとし、その支給の時期につきましては各取締役および監査役の

退任時とすることを決議しました。

　これに伴い、当第１四半期連結会計期間より、当該株主総会までの期間に対応する役員退職慰労引当金相当額

1,073百万円を固定負債の長期未払金に表示しております。

　

　

(四半期連結貸借対照表関係)

１  保証債務

取引先に対する債務の保証を行っております。
　

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

販売機械購入資金ローン （57社） 1,009百万円 （57社） 1,031百万円

リース債務 （89社）   274百万円 （88社）   265百万円

売上債権流動化に伴う遡及義務 （ 1社）    52百万円 （ 1社）    42百万円

計 1,336百万円 1,340百万円

　

　
※２　　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

受取手形 31百万円 11百万円

支払手形 8百万円 16百万円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれ

んの償却額は、次のとおりであります。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

減価償却費

のれんの償却額

385百万円

85百万円

373百万円

92百万円

　
　

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 770 22.50平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 513 15.00平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　

報告セグメント
その他
（注）

合計
横編機

デザイン
システム
関連

手袋靴下
編機

計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 7,066 583 183 7,833 1,020 8,854

  セグメント間の
　内部売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 7,066 583 183 7,833 1,020 8,854

セグメント利益又は損失(△) 1,197 116 20 1,334 △40 1,293

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、編機・デザインシステム用部品事業、

修理・保守事業等を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

（単位：百万円）

利益又は損失（△） 金　　　額

報告セグメント計 1,334

「その他」の区分の損失（△） △40

全社費用（注） △1,110

四半期連結損益計算書の営業利益 183

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　

報告セグメント
その他
（注）

合計
横編機

デザイン
システム
関連

手袋靴下
編機

計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 9,889 801 307 10,999 1,232 12,231

  セグメント間の
　内部売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 9,889 801 307 10,999 1,232 12,231

セグメント利益 2,596 212 47 2,856 153 3,010

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、編機・デザインシステム用部品事業、

修理・保守事業等を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

（単位：百万円）

利　　　益 金　　　額

報告セグメント計 2,856

「その他」の区分の利益 153

全社費用（注） △1,266

四半期連結損益計算書の営業利益 1,743

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社島精機製作所(E01531)

四半期報告書

15/18



　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額（△）及び算定上の基礎は、以下のと

おりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は
１株当たり四半期純損失金額(△)

△31円22銭 79円26銭

    (算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額又は
四半期純損失金額(△)(百万円)

△1,068 2,712

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は
四半期純損失金額(△)(百万円)

△1,068 2,712

    普通株式の期中平均株式数(千株) 34,229 34,220

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

（注）前第１四半期連結累計期間において潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在す

るものの、１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。また、当第１四半期連結累計期間において潜

在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月９日

株式会社島精機製作所

取締役会  御中

　

大手前監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    古    谷    一    郎    印

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    枡    矢          晋    印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社島精機製作所の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25
年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社島精機製作所及び連結子会社の平成
25年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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